
ＩＮＦＯ－ＨＩＲＯ－２１

第３１１号 ２０１２年 ８ 月 １ 日

弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課

学術講演会・研究発表会・公開講座

白神研究会２０１２年度夏季観察会のお知らせ

１．日 時：２０１２年８月２５日（土）※雨天決行

２．場 所：大川支流、川原沢

３．集 合：９：００まで西目屋村、ビーチ西目屋駐車場

（車のない方はお申し出下さい。８：００ 弘前大学正門発です）

４．解 散：１５：００頃 ビーチ西目屋駐車場

５．定 員：２０名（中学生以上）

６．参加費：１，０００円（保険・テキスト・雑費など）

７．申 込：弘前大学白神自然観察園 中村・山岸

電話・FAX：０１７２－３９－３７０７、０１７２－３９－３７０６

又は、白神マタギ舎・牧田 肇 電話・FAX ０１７２－８８－１８８１

８．締 切：８月２２日（水）ですが、定員になり次第締め切ります。

※履き物は、トレッキングシューズあるいは膝まである長靴。あればスパイク付き地下足袋。スニ

ーカーやふくらはぎの半ばまでの長靴は不可です。杖・ステッキをお持ちください。なければお貸

しします。服装はハイキング用のものでいいですが、雨具は必携です。手袋、帽子、虫除け、かゆ

み止めをご用意下さい。お弁当、飲み物をお持ち下さい。地図は配布しますが、ご自身で用意され

る方は、1:25000地形図「冷水岳」図幅です。

※川の中を歩きますので、帰りの履き替えをお持ちになると良いです。

問い合わせ先：白神マタギ舎 牧田 肇

電話・ＦＡＸ：０１７２－８８－１８８１

「第１４回青森継続看護研究集会」開催のお知らせ

青森継続看護研究会は、保健医療福祉に関わる専門職者だけでなく市民への参加も呼びかけ、

年１回の集会を開催しています。今年度は、緩和ケアについて取り上げ、下記のとおり開催い

たします。多数のご参加をお待ちしております。

１．日 時：２０１２年８月２６日（日） １０：００～１６：３５

２．会 場：弘前大学大学院保健学研究科 総合研究棟６階 第２４講義室



３．プログラム：

○示説発表 １０：０５～１１：３０

「緩和ケアの実践」

座長：西村 淳子 氏

医療法人ときわ会 ときわ会病院 総看護師長

病院、訪問看護ステーションから、７演題の発表があります。

○講演 １３：００～１４：４０

「在宅緩和ケアの現場から」

講師：川越 博美 氏

医療法人社団パリアン 訪問看護パリアン 看護部長

ＮＰＯ法人 すみだ在宅ホスピス緩和ケア連絡会あこも 代表

○シンポジウム １４：５０～１６：３０

「深い心の痛みとどう向き合うか－スピリチュアル ケアを考える」

コーディネーター：神郡 博 氏

弘前学院大学看護学部長

医師、臨床心理士、牧師、研究者の立場からご発表いただきます。

会員は参加無料です。会員以外の方でも内容に関心をお持ちの方はどなたでも参加できます

が、資料代として５００円をお納め願います。参加申し込みは不要です。

問い合わせ先： 弘前大学大学院保健学研究科 木立 るり子

電話・FAX：０１７２－３９－５９２２

E-mail：kidachi@cc.hirosaki-u.ac.jp

「平成２４年度弘前大学医学部保健学科・大学院保健学研究科ＦＤ講演会」

開催のお知らせ

弘前大学大学院保健学研究科ＦＤ委員会では、ＦＤ講演会を下記により開催いたします。

英語論文の書き方に興味ある皆様のご来場を心よりお待ちしております。

１．日 時：２０１２年８月３０日（木） １８：００～２０：００

２．場 所：弘前大学大学院保健学研究科 第２４講義室

３．演 題：英語論文の書き方

４．講 師：（株）カクタス・コミュニケーションズ

ミリンダ・ハル（Melinda Hull）氏

５．概 要：英語論文の書き方について英語翻訳や英文校正の経験も豊富なアメリカ人であるミリ

ンダ・ハル氏に講演していただきます。

・英語論文を書く前に必要な準備と心構え

・英語論文の構成方法

・日本人研究者による英語論文を用いた事例研究など

６．対 象：教職員、学生

＊講演は日本語で行われます。

＊筆記用具をご用意ください。



問い合わせ先：弘前大学大学院保健学研究科 七島 直樹

電 話：０１７２－３９－５９６８

E-mail： nnaoki@cc.hirosaki-u.ac.jp

学 内 掲 示 板

総合情報処理センターからのお知らせ

〈弘前大学総合情報処理センター利用細則〉が改正され、〈弘前大学キャンパス情報ネットワー

ク管理運用要項〉が制定されました。

総合情報処理センター(以下「センター」という。）では、役職員・学生をはじめとする本学構

成員が快適にセンターを利用してもらうために、「総合情報処理センター利用細則」を改正しまし

た。

（利用の手続き）や（利用の方法）を定めた細則ですので、センターをご利用の際は必ずお読み

になりますようお願いいたします。

また、管理運用について定めた「弘前大学キャンパス情報ネットワーク管理運用要項」も新たに

制定されましたので,併せてお知らせいたします。

なお、センターHP（http://www.cc.hirosaki-u.ac.jp/）に〈弘前大学総合情報処理センター利用

細則〉〈弘前大学キャンパス情報ネットワーク管理運用要項〉共に掲載しておりますので、ご活用

ください。

問い合わせ先：総合情報処理センター 内線３７２１／３７２６

E-mail： centerus@cc.hirosaki-u.ac.jp

男女共同参画推進室からのお知らせ（再掲）

＜平成２４年度研究支援員制度開始のお知らせ＞

男女共同参画推進室は、出産・育児・介護で多忙な研究者に研究支援員を配置することで、研究

者の研究活動を維持・促進することを目的とした研究支援員制度を実施します。

○支援対象者

本学に在職する女性研究者または配偶者が大学等の研究者である男性研究者が対象で、次の各号

のいずれかに該当する方とします。

（1）母子健康手帳取得者または小学校6年生までの児童を養育している方（当該研究者と同居して

いる場合に限ります）

（2）家族に要支援者または要介護者がいる方（当該研究者が介護している場合に限ります）

○支援内容

研究支援員が支援できる研究補助業務は原則として次のとおりです。

（1）実験・調査の補助

（2）データの入力や整理

（3）データ分析・解析補助

（4）図表などの校正・整形

（5）論文作成補助

（6）情報の検索・収集

（7）研究費申請書類作成補助

（8）学会発表準備補助

（9）翻訳



（10）事務手続き

（11）資料整理

○支援期間・申請締切日

前期：平成２４年８月中旬～平成２４年９月３０日 【締切日 ７月２７日（金）】

後期：平成２４年１０月１日～平成２５年３月３１日 【締切日 ９月７日（金）】

○研究支援員制度要領・申請書等

「つがルネッサンス！地域でつなぐ女性人才」HP

URL：http://www.equ.hirosaki-u.ac.jp/tsuga-ru/support/support.html

問い合わせ先：弘前大学男女共同参画推進室

電 話：０１７２－３９－３８８８

E-mail： equality@cc.hirosaki-u.ac.jp

弘前大学出版会から出版のための企画募集

弘前大学出版会から著書の出版を希望される方は弘前大学出版会にご相談ください。出版企画提

案書の書式を添付ファイルでお送りいたしますので、ご記入の上、ご返送ください。詳細について

はご連絡いただいた折に、ご説明いたします。

問い合わせ先： 弘前大学出版会（附属図書館内）

電 話：０１７２－３９－３１６８

ＦＡＸ：０１７２－３９－３１７１

E-mail： hupress@cc.hirosaki-u.ac.jp

国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」について

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では、各国立大学の現状や優れた取り

組みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」を作成しています。

下記ＵＲＬより最新号を含め、今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。

http://www.janu.jp/report/infomation.html

第２５号・第２３号・第２２号において、本学記事が掲載されていますのでご覧くださ

い。

編集担当から） 講演会、研究発表会、部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１

６日の２回）の７日程度前までに、下記のところまでご提供ください。お待ちしております。

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ

E-mail: jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp Fax:39-3498、内線：3012


